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1. はじめに 
 
近年の大学における留年率, 退学率は増加して

おり、そのうち留年者の理由は「なんとなく」や
「大学での勉強に興味が持てない」が過半数以上
であるという結果が得られている[1]. 大学での勉
強に興味が持てないのは、シラバスに記載されて
いる講義の内容や計画以外の情報である先生の人
柄や講義の雰囲気を事前に知ってもらうことが重
要だと著者らは考えた。それらの問題に対する情
報は既に履修済みの学生からしか得ることはでき
ない。 
そこで本研究では大学の講義クチコミサイトを

利用することによってそれらの情報を取得しよう
と考えた。クチコミサイトからは満足度や単位取
得度, 講義感想といったシラバスからは得ること
ができない情報を取得することができる。また講
義の雰囲気を表現するためにマンガのコマ画像を
利用する。ここでマンガを利用する理由として、
近年マンガを用いた教科書や研究を見かけること
が増えており、マンガの持つ表現力の高さに注目
が集まってきているということが挙げられる。 
本稿では本システムの提案手法, および評価実

験を行った結果について述べる。以下、2 章では本
システムの問題の所在を明確化するために、先行
研究について述べる。3 章では本システムの詳細に
ついて述べる。4 章では実際のシラバス, 学生の履
修履歴を用いて、本システムの有効性の評価を行
う。5 章では結論であり、今後の課題をまとめる。 

 
2. 関連研究 
 
マンガは複数コマを用いることによってストー

リー性を生み出すことができる。そのストーリー
性に重点を置いた研究としてコミックダイアリ[2] 
という研究がある。コミックダイアリはデータか
ら複数のコマを生成しそれぞれをつなぎ合わせス
トーリー性をもったマンガを生成するといったも
のである。それに対し本研究ではマンガの生み出
すストーリー性ではなくマンガの一つのコマが持
つ表現力の高さに重点を置いてマンガ化を行った。
これによりストーリー性のない文章といったもの
でもマンガ化をすることが可能である。 
我々はこれまでに学生の興味に基づいて時間割

を自動的に作成するシステム Active Syllabus を
開発した[3]. Active Syllabus ではシラバスに書
かれていた科目情報のみを扱っていたが、本研究
では講義の感想, 授業の雰囲気といったシラバス
に書かれていない情報を扱う点が異なる。 

 

3. 提案システム 
 
本システムはフリー漫画である「ブラックジャ

ックによろしく」のコマ画像を用いて、クチコミ
情報をもとにシラバスに記載されていない授業の
雰囲気といった情報をマンガで表現するものであ
る。マンガ化の手順と方法について説明をする。 
 
3.1 クチコミの取得 
取得するクチコミデータはクチコミサイト「み

んなのキャンパス１」から取得する。各クチコミに
対して講義感想等の各種データをハッシュファイ
ルとして保存する。取得できる各種データを表１
にまとめた。 
 
表 1. クチコミサイトから取得できるデータ群 

科目名 投稿者名 開講場所 開講時期 教 科 書

の有無 

満足度 単位取得度 講義感想 投稿日 テスト 

情報 

 
3.2 マンガコマ画像に感情の割り当て 
まず「ブラックジャックによろしく２」に含まれ

る全てのコマを画像データとして保存した。保存
したコマ画像全てを感情表現辞典[4] を用いて各
感情の値を 5 段階で評価する。評価は個人の主観
に基づいて行う。 
 
3.3 クチコミとコマの割り当て方法 
クチコミにおける講義感想の文章から感情表現

辞典に記載されている感情語の出現回数によって
感情データを計算する。またクチコミには満足度, 
単位取得度の二つのデータが 5 段階評価で存在す
る。この二つのデータを感情データに変換して文
章の感情データの値に加算することでより正確な
感情データが得られると考えた。 
二つのデータの感情データ化について、画像の

感情値を評価する際に「喜, 怒, 好, 哀」の 4 感
情に偏っていることを参考にした。図 1, 2 のよう
に満足度を「哀, 好」、単位取得度を「怒, 喜」
で感情データ化した。 

                             
１ みんなのキャンパス：http://campus.nikki.ne.jp/ 

 
２ ブラックジャックによろしく: 佐藤秀峰, 漫画 on 

Web, http://mangaonweb.com 
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図 1. 満足度の感情データ化 

 

 
図 2. 単位取得度の感情データ化 

 
以上より作成したコマ画像の感情データのベク

トルと文章の感情データのベクトルを比較し、類
似するベクトルを持つ組み合わせを算出し図 3 の
ように表示をする。 

 

 
図 3. 講義感想とコマ画像を割り当てた例 

 
4. 評価実験 

 
ここでは 3 章で説明した提案手法について、そ

の方法が最も有効であるかの検証を行う。 
 

4.1 目的 
(1) 実際に作成したコマ画像と文章がマッチして
いるか 
(2) コマ画像が正しく授業の雰囲気を表せている
か 
の二点について検証するために評価実験を行う。 
 

4.2 実験手段 
クチコミデータに対するコマ画像を以下の三つ

の選出方法で選出し評価する。 
rand : ランダムに選出 
emosim : クチコミデータとコマ画像の持つ感情

ベクトルの最も近いものを選出 
emo+ : 今回用いた手法であり、emosim の感情デ

ータに満足度, 単位取得度の値を感情データ化し
加算、そしてコマ画像との感情ベクトルが最も近
いものを選出 

(1)の評価では各評価手法につき 100 個の画像
を 5 段階評価する。(2) に対しては被験者が実際

に受講したことのある科目を 11 科目選出し同じ
く 5 段階評価してもらう。 
 
4.3 実験データ 
評価実験において使用するクチコミ数, 科目数, 

コマ画像数を表 2 に記す。 
 

表 2. 各種実験データ 

 (1) (2) 

クチコミ数 2051 75 

コマ画像数 1254 1254 

科目数 898 11 

 
4.4 実験結果と考察 
集計したデータから評価値の平均値を算出した

結果が表 3 である。この結果より「rand < 
emosim < emo+」という結果が得られた。よって 
emo+ の手法は有効であるといえる。 
 

表 3. 各評価手法による評価値の平均 

 Rand emosim emo+ 

(1) 2.2 3.26 3.825 

(2) 1.955 2.636 3.273 
 

5. おわりに 
 
本稿では、大学の講義クチコミサイトから得ら

れたクチコミ情報とマンガ画像を用いて、講義の
雰囲気をマンガによって表現するシステムについ
て述べた。クチコミに含まれる情報から感情ベク
トルを作成し、マンガコマ画像への割り当てを行
うことで講義の雰囲気を伝えることを可能とした｡
実験の結果、提案手法がよりクチコミや講義の雰
囲気を正しく表しているということが分かった。 
  本研究の成果をこれから受講する学生に見せる
ことがこれからの課題である。またマンガコマ画
像への感情割り当てが個人の主観によるところ大
きいためすべてのユーザに対し同じような印象を
受けるかはわからないという問題がある。 
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